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・ 交通渋滞の緩和
・ 沿道環境の改善
・ 関連事業との連携による利便性向上
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１．事業の概要
（１） 事業の目的と計画の概要

目 的

：自）東京都大田区南蒲田１丁目

：至）東京都大田区東六郷１丁目

：0.98km・50.0ｍ

：4～6車線

：37,000～47,200台/日

：平成13年度

：約294億円（前回：290億円）

区 間

計画延長・幅員

車 線 数

計 画 交 通 量

事 業 化

全 体 事 業 費

計画概要

蒲田駅周辺整備

位 置 図 標準横断図

・国道１５号蒲田駅周辺整備区間は、京浜急行本線と並行し、環状８号線と立体交差。
・周辺には、京急蒲田駅を中心とした市街地が形成。

（単位：ｍ）

至 羽田空港
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２
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前回
評価時
H27

工
事

側道･歩道

本線工事

電線
共同溝

上り

下り

用地

・当該事業の用地取得率は100％（平成25年度取得完了）。
・地下立体部（延長約0.5km）は平成24年12月に４車線開通済み。
・電線共同溝整備を実施。
・地元情勢の変化等事業を巡る社会経済情勢等に変化が見られない

２．事業の進捗状況と見込み等
（１） 事業の進捗状況等
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用地取得率
１００％
（全体）

100％

至

品
川

至

川
崎

至 世田谷

京浜急行本線

地下立体部

延長約0.5km

第一京浜
東
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郷
１
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消
防
署
前

南
蒲
田

京
急
蒲
田
駅
前

京急蒲田駅

至 羽田空港

再評価対象区間

国道15号 蒲田駅周辺整備 延長0.98km

用地取得率
１００％
（全体）

線形
改良

線形
改良今回

評価時
H30

工
事

側道･歩道

本線工事

電線
共同溝

上り

下り

用地

【本線部】 【側道部・歩道部】

撮影：H30.5

至 品川

至 川崎

大田区

東京都

東
六
郷
２
北

開 通 区 間

凡 例

国 道
主要地方道
主 な 区 道

整備中区間

① ②
京急蒲田駅付近の交通状況

○昭和２０年度 ：都市計画決定
○平成１３年度 ：事業着手、用地着手
○平成１４年３月 ：都市計画変更
○平成１６年度 ：工事着手
○平成２４年１２月：立体部４車線開通

○平成１０年度 ：都市計画決定（①、②）
○平成１２年度 ：事業認可（①）
○平成１３年度 ：工事着手（①）
○平成１４年度 ：事業認可（②）
○平成２４年度 ：全線高架化（①）
○平成２６年度 ：歩道橋の供用（②）

※①京急本線・空港線連続立体交差事業
②京急蒲田駅東口駅前広場

■事業の経緯

■関連事業の経緯

①



２．事業の進捗状況と見込み等
（２） 事業の見込み等

１） 事業費変更の内容
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現地条件の変更対応に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約４億円増額
・拡幅部の舗装工事において、地中からコンクリート塊等が発見されたため、撤去及び処分が必要。
・舗装工事において、湧水による路盤の強度不足が確認されたため、地盤改良が必要。

●支障物掘削状況

●地下水の湧水状況

湧水による強度不足を確認

発見されたコンクリート塊の一部

●施工箇所

100％
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品
川
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蒲
田
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防
署
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南
蒲
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京
急
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田
駅
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京急蒲田駅

東京都
大田区

至 羽田空港

湧水確認箇所

東
六
郷
２
北

開 通 区 間

凡 例

国 道
主要地方道
主 な 区 道

整備中区間
国道15号 蒲田駅周辺整備 延長0.98km

再評価対象区間

支障物確認箇所 4/4車線 H24年度開通
延長 約0.5km

地下立体部

事業着手

調査・設計

用地

工事

S20 ～
都市計
画決定

H31年以降
(2019)

H24本線部開通

H13
事業化

H16

H16

H13

H13

H25

都市計画変更

H30
(2018)

H29H14 H15

現在

・蒲田駅周辺整備の用地取得は完了。地下立体部は平成２４年１２月に４車線開通。電線共同溝整備を推進中。

２） 事業進捗の見込みの視点



４

３．事業の投資効果

注1）平成22年度全国道路・街路交通情勢調査及び平成42(2030)年度の推計交通量に基づき便益を算出している。

注2）便益・費用については、平成30(2018)年度を基準年度とし、社会的割引率を４％として現在価値化した値、（）内の値は基準年次に

おける現在価値化前を示す値である。

注3）費用便益比算定上設定した完成年度は、平成25(2013)年度である。

注4）費用及び便益額は整数止めとする。

注5）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注6）残事業のうち、費用便益計算の対象となる３便益は生じないため算出しない。

１）事業全体

２）残事業

（１） 費用便益分析

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

375億円 168億円 10億円
553億円

（約983億円）

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.3
423億円 6億円

429億円
（約296億円）

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

－ － － －

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

－
5億円 － 5億円



7時-

9時-

11時-

13時-

15時-

17時-

19時-

至

品
川

至

川
崎

至 世田谷

京浜急行本線

第一京浜

南
蒲
田

京急蒲田駅

東京都
大田区

至 羽田空港

国道15号 蒲田駅周辺整備 延長0.98km

地下立体部

延長約0.5km

再評価対象区間

３．事業の投資効果

・当該事業区間は、主要渋滞箇所である南蒲田交差点を中心に速度低下が発生していたが、
平成２４年１２月の地下立体開通により、南蒲田交差点周辺の交通渋滞が緩和。

・死傷事故発生件数は、立体開通前後で約4割、事故類型別では追突事故が約6割減少。

17.34841629 29 24.1 40.73143 6.6 15 14 20
18.68564833 22 15.5 28.62406 5.7 7.7 17 39
17.73807925 22 14.7 27.90431 5.5 6.8 13 32
17.81184669 21 14 26.36789 4.4 5.8 7.3 10
17.35434281 26 16.9 27.25234 5 7.5 8.7 15
16.86137719 19 13.6 29.02937 7.3 8.7 12 23
19.53701682 20 15.4 28.62931 5.7 7.4 9.2 12
18.39845201 22 13.8 29.11765 6.4 6.4 9.6 12
16.02685158 19 16.2 27.50467 6.3 7.6 8.8 10
17.70900693 22 13.5 27.70477 5.1 6.7 10 15
18.32461197 21 14.3 26.97859 4.3 5.7 6.3 9
17.11989283 19 16.5 26.38684 5.2 7.6 9.8 14

31.67313385 22
36.2622538 26

42.00915858 34
43.11452301 33
41.15668649 31
42.43227379 34
44.71517274 38
45.11176357 37
44.80907431 37
45.54951666 37
45.14578084 37
44.09582013 38

39.14439978 52 52
40.28694094 52 51
39.78590741 52 50
39.05900425 52 50
39.52870276 53 51
39.17456981 53 52
39.10359248 51 51
37.58563568 50 50
38.12029055 51 50
37.65994754 50 49
36.98444486 51 49
36.61537623 51 49

21.06398878 22.021 # 30.64 43.454 42 # # 28 31.35
20.60954164 22.85 # 29.85 39.409 39 # # 28 30.673
20.01699473 21.96 # 27.31 39.267 40 # # 27 30.779
19.00710789 21.045 # 27.05 39.078 40 # # 27 27.973
19.00297639 21.428 # 26.22 39.422 39 # # 29 31.935
19.4151602 21.585 # 26.91 38.929 38 # # 29 32.519

19.02427552 21.04 # 26.46 38.734 38 # # 28 29.584
18.53666058 20.687 # 25.64 38.225 39 # # 27 28.733
18.20486096 20.479 # 25.92 37.963 38 # # 29 32.089
18.64299085 20.625 # 25.78 37.212 39 # # 28 31.149
17.45400328 19.782 # 26.33 37.937 37 # # 25 28.33
17.57165708 19.063 # 25.8 37.767 37 # # 34 36.283

20.81208339 20.62 25 38.5 33.224 20 29 26.223 18 17
24.05059989 21.93 26 38.3 33.097 17 30 30.022 24 20
24.48915504 23.34 27 38.1 32.311 18 32 30.946 28 26
24.03125978 23.48 27 40.1 32.231 18 31 29.564 26 25
24.02136974 23.75 27 39 31.574 17 30 29.76 25 24
24.54972948 23.78 27 40 32.646 18 31 29.615 26 27
25.58000244 24.14 27 39.2 32.367 17 31 29.973 28 29
24.42718122 23.87 27 40.1 33.249 18 31 31.157 27 28
24.39134009 23.66 27 38.5 30.069 17 31 30.383 28 28
24.35878324 23.5 26 39.7 32.63 18 32 31.611 29 29
24.38990902 23.43 27 40 33.72 19 32 31.96 30 29
25.64982398 23.64 26 39.1 33.113 19 32 32.65 31 30

17.33438035 21 17 11 5 40.33669 38 44
17.96681263 21 14 8.3327 5 34.72015 37 42
19.4155496 16 20 11.07 6 32.78739 33 43

17.76566637 22 16 10.063 5 36.07573 35 40
18.08605852 22 18 9.7182 5 36.29309 37 42
18.63879436 25 23 12.156 6 35.03746 35 44
21.63519313 26 27 12.72 2 35.12646 34 43
18.53626029 16 16 7.5863 6 33.46372 33 43

15.0875 12 14 7.3628 5 35.10145 36 42
16.82608696 13 13 6.7366 5 35.24427 27 42
13.2626117 12 7.4 5.94 5 34.65119 35 44

20.55824642 20 14 8.8287 5 35.57647 36 43

上
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旅行速度 ■20km/h未満 ■30km/h未満
■40km/h未満 □40km/h以上 ■欠損
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9時-

11時-

13時-

15時-

17時-

19時-
7時-

9時-

11時-

13時-

15時-

17時-

19時-

7時-

9時-

11時-

13時-

15時-

17時-

19時-

東
六
郷
１

蒲
田

消
防
署
前

一
般
部

地
下
立
体
部

地
下
立
体

開
通
前

地
下
立
体

開
通
後

一
般
部

出典 地下立体開通前：プローブデータ（H24.11（全日））
開通後：ETC2.0プローブデータ（H29.1～H29.12（全日））

開 通 区 間

凡 例

国 道
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田
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地
下
立
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部

（２） 事業の投資効果（費用便益分析以外）



６

４．コスト縮減等

・排水構造物について、従来のグレーチング集水構造から、スリット構造の排水構造物に見直し。

（１） コスト縮減の取り組み

５．関連自治体等の意見
（１）東京都からの意見

当初計画 計画イメージ

→約０．２億円相当の増額を抑制

（東京都知事からの意見）
・本事業は、国道１５号と環状８号線を立体交差化するもので、混雑していた京急蒲田駅周辺の交通渋滞の緩和に大
きく寄与している。

・また、沿道環境の改善や駅周辺のまちづくりとの連携による利便性向上の観点から、事業の必要性は高い。
・このため、必要な予算を確保し、早期完成に向け、事業を推進されたい。特に、残る電線共同溝整備や側道・歩道整
備、線形改良工事を実施し、早期の効果発現を図ること。

・さらに、事業実施にあたっては、より一層のコスト縮減を図るなど、効率的な事業推進に努めること。



・蒲田駅周辺整備により、国道15号を通過する交通が立体部に転換し、主要渋滞箇所である南蒲田交差点の混雑が
緩和。

・費用便益比（B／C）は1.3。

・蒲田駅周辺整備の用地取得は完了。

・平成24年12月に地下立体部が開通。

・電線共同溝整備事業を推進中。

・事業継続とする。
・本事業は、渋滞の緩和、沿道環境の改善、関連事業との連携による公共交通機関の利便性向上、利用の促進、空
港へのアクセス機能強化の観点から、事業の必要性が高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

７

６．今後の対応方針（原案）
（１）事業の必要性等に関する視点

（２）事業の進捗の見込みの視点

（４）対応方針（原案）

・維持管理面までを考慮した、コスト縮減対策としている。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点


